







り入れられているのが教師による誤用訂正である。しかし、ESL（English as a Second 



































































ICU Studies in Japanese Language Education 15
3 本目までの 1 つの課の流れ






























クラスでは個別に話し合う時間を 10 分～ 15 分程度設けた。教師からはコメントだ
けでなく、複数の質問を投げかけ、学習者自身が論理の不明瞭な点や展開に飛躍がある
点に気づくように試みた。
実施日は、2017 年 12 月 6 日（第 4 課の 2 週目のクラス）、及び 2017 年 12 月 20 日（第




















































































































トの 3 章で示した提案は、2 章の問題の解決にはそぐわない内容であったが、結局修正




































































4． 第 5 課の 2 週目のクラス（実践の実施日）に参加した学生は 8 名だが、レポートを
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